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◆防災講演会in魚津市

日 時：令和7年10月12日（日） 13:30～16:00
場 所：新川文化ホール
プログラム：
　▶ 基調講演「土砂災害を知る･備える･行動する」
　　　岡本 正男（(一社)全国治水砂防協会 副会長）
　▶ 活動報告1「能登半島地震の災害支援活動」
　　　佐伯 優（かみいち総合病院 主任看護師）
　▶ 活動報告2「これからの地域防災について」
　　　吉澤 実（富山県防災士会 理事長）
　▶ 活動報告3「魚津市からの報告」
　　　魚住 和広（魚津市総務部総務課防災危機管理室 係長）
　▶ 防災に関するパネル展示等
参加者：約180名
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砂防防災講演会 事業経緯 継　続 実施体制 実行委員会 担当所属 富山支所

　近年、全国各地で甚大な土砂災害が発生している一方、県民の防災意識は
必ずしも高くない傾向がある。激甚化する土砂災害に備え、県民の防災意識
を一層高め、砂防事業を中心とした「県土の強靱化」への取り組みを市民レベ
ルで支える啓発活動の実践として、また、活動を通して砂防に造詣の深い人
材の育成を目指すことを目的に開催する。

主 催：砂防防災講演会実行委員会
　　　　（一社）斜面防災対策技術協会富山支部、NPO法人富山県防災士会、
　　 　 （一社）北陸地域づくり協会、立山山麓防災・安全対策協議会、
　　　　NPO法人富山県砂防ボランティア協会、立山・神通砂防ボランティア協会、
　　 　 立山砂防女性サロンの会
共 催：魚津市
協 賛：富山県治水砂防協会、(一社)富山県建設業協会魚津支部、
　　　　（一社）富山県測量設計業協会、富山県立山カルデラ砂防博物館
後 援：国土交通省立山砂防事務所･黒部河川事務所、富山県土木部防災課

　近年は想定を越える規模の自然災害が頻発しており、我々は「いつ、どこで起きる
かわからない災害」に備える必要がある。本事業は、土砂災害に関する現状や災害
から身を守るための知識や避難行動、また被災地の現状や復興状況、防災に関す
る様々な情報を提供し、市民の「学ぶ場」としている。
　令和6年1月1日に発生した能登半島地震や9月の豪雨により多数の斜面崩壊や土
石流等が発生し、各地で多数の土砂災害が頻発した。こうした地震や豪雨等により
全国各地で頻発する現状を踏まえ、過去に土砂災害との闘いの歴史を持つ富山県
民ゆえに、土砂災害の危険性を再認識し心新たに防災意識を高める必要がある。
　これまで富山県内を巡回してきた本講演会の効果に加え、身近に土砂災害が発生
したことで県民の関心は高まっており、今後も継続して土砂災害に対する防災意識
の高揚を図ることで、安全･安心な地域づくりにつながることが大いに期待できる。
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防災意識醸成活動支援事業 事業区分 講座、セミナー、育成

一般社団法人 北陸地域づくり協会

活動報告

基調講演


